
　
S
S
と
船
舶
給
油
の
二
本
柱
で
事
業
を

展
開
す
る
《
海
上
石
油
有
限
会
社
》。
昭
和

40
年
代
半
ば
、
境さ
か
い

港こ
う
沿
い
で
地
元
漁
船
へ

の
給
油
を
始
め
た
の
が
ス
タ
ー
ト
。
国
内

有
数
の
水
産
拠
点
と
し
て
栄
え
て
き
た
こ

と
を
背
景
に
、
魚
を
輸
送
す
る
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
へ
の
給
油
需
要
が
高
ま
り
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
事
業
も
始
め
た
。
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
業
を
翌
年
に
控
え
た

1
9
9
8
年
に
日
吉
津
に
新
規
で
S
S
を

出
店
。
現
在
S
S
は
日
吉
津
の
み
で
運
営

し
、境
港
で
船
舶
給
油
を
継
続
し
て
い
る
。

　
S
S
は
山
陰
地
方
最
大
級
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
目
の
前
に
あ
り
、
圏
域
の

買
い
物
客
ら
を
中
心
に
給
油
や
洗
車
、

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

米
子
自
動
車
道
I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良

い
こ
と
か
ら
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
や
境

港
の
カ
ニ
市
場
な
ど
を
訪
れ
た
観
光
客
ら

の
ニ
ー
ズ
も
高
い
。
森
脇
一
雄
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
52
）は
、「
飲
食
店
や
観
光
地
の
情
報
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
。
独
自
に
マ
ッ
プ
を

作
る
な
ど
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
に
も
力

を
入
れ
た
い
」
と
話
す
。

　
高
品
質
サ
ー
ビ
ス
に
注
力
し
、
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
・
タ
イ
ヤ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
一
級
取
得
者
が
多
数

在
籍
。
パ
ン
ク
や
バ
ッ
テ
リ
ー
上
が
り
な

ど
急
な
ト
ラ
ブ
ル
に
も
迅
速
に
対
応
す
る

ほ
か
、
プ
ロ
目
線
で
の
提
案
や
注
意
喚
起

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
ウ
ミ
ラ
イ
グ
ル
ー
プ
加
盟
に
よ
り
、
合

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
従
来
は

少
な
か
っ
た
島
根
県
東
部
か
ら
の
顧
客
も

増
加
。「
当
S
S
周
辺
は
大
型
店
な
ど
続
々

と
出
店
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
」

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
前
で

ド
ラ
イ
ブ
サ
ポ
ー
ト

地元住民はもちろん観光客の利用
も多く、各種情報発信にも注力 山
陰最大級のショッピングモール前にあ
る海上石油のSS 「当初は畑の中に
ポツンとSSがある感じでしたが、みる
みるうちに街ができあがっていきまし
た」と出店時からの歴史を振り返る森
脇マネジャー
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3

地元漁船への給油から始まった《海上石油有限
会社》。観光客や買い物客に頼られるSSとして、
地域に根差している。

確かな技術が生む
充実のカーライフ

LEADING COMPANY

18
⃝石油製品販売業

海上石油 有限会社

ウミライグループ／海上石油 有限会社

採用担当者からあなたへ

海上石油 有限会社

海上石油という社名ですが、船舶への給油
だけではありません。SSの運営など陸・海
ともにたくさんのお客様とお取引させていた
だいております。お客様を明るく元気にお迎
えし、「地域のために働きたい」と
いう思いをお持ちの方、ご応募
お待ちしております。

0859-44-1661（代）

採用に関するお問い合わせ先

事業内容

石油製品販売業

創　業　昭和47（1972）年3月
代表者　代表取締役　松田 直彦
社員数　5名（男5名　女0名）
本　社　鳥取県境港市弥生町206

米子市、境港市、西伯郡、松江市

勤務地（採用エリア） 

採用区分

新卒採用

無

キャリア採用

門脇 明日香さん
ウミライグループ

インターンシップ・キャリア

069


